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 失敗を恐れず挑戦しよう ～入学式 式辞（抜粋）～ 

校長 櫻井 雅之  

 

地域と共に歩む、この関川中学校は、代々引き継いできた伝統を

土台として、常によりよい学校となるよう改善を続け、現在に至って

います。この関川中学校の一員であるという誇りと自覚をもって、二

年生、三年生の先輩とともに、さらに輝く関川中学校を築いていきま

しょう。 

さて、中学生になった皆さんに、心に留めておいてほしいことをお

話しします。 

「何かに挑戦したら確実に報われるのであれば、誰でも必ず挑戦するだろう。報われないかもし

れないところで、同じ情熱、気力、モチベーションをもって継続しているのは非常に大変なことであり、

私は、それこそが才能だと思っている。」 

現在、藤井聡太七冠の活躍により注目されている将棋界で、当時の全タイトル七冠を初めて独占

し、その後、初の永世七冠を達成、国民栄誉賞を授与された棋士羽生 善治さんの言葉です。 

関川中学校はまさに、様々なことに挑戦できる場所です。義務教育最後の三年間となる中学校は、

生涯にわたって学び続けるための基盤となる力、未来を切り拓いていくたくましさやしなやかさを身

に付けるための学びの場です。ここで、多くの人と関わり合いながら、学習はもちろん学校行事や生

徒会活動、部活動などの活動を通して、いろいろなことに挑戦してみてください。 

何かに挑戦することは、いつも成功するとは限りません。うまくいかず失敗して落ち込むこともある

でしょう。 

しかし、明確な目標をもち、周りの人と励まし合い、本気になって取り組めば、どの挑戦も皆さんを

大きく成長させてくれるでしょう。そしてそれは、将来に生きる皆さんの大きな財産となります。 

挑戦する人を尊重し、互いに励まし合い認め合う学校、それが関川中学校です。皆さん一人一人

が様々な挑戦を通して成長することが、皆さん自身の、そしてそれを応援している保護者や地域の皆

様の、我々教職員の幸せに繋がっていきます。一

人一人の個性が尊重され、温もりの中で積極的

に挑戦し、成長していく喜びと感動によって、関

わる人すべてが幸せに包まれる関川中学校とな

ることを目指して、進んでいきましょう。 

 



入学式･･･新 1 年生 33 名が関川中の仲間に 
 ４月９日（火）、新１年生 33名が笑顔で入学しました。明るい春の光の下、多くの方々 

の温かいまなざしに見守られ、どの生徒もみな、胸を張って呼名に大きな返事をしていま 

した。代表生徒の言葉をどうぞお読みください。 

 
歓迎の言葉   生徒会長  山田 翼 

 

暖かい日差しが降り注ぎ、桜のつぼみがふくらむ季節となりま

した。 

 今日から中学生として、新たに一歩を踏み出す三十三名の皆さ

ん、ご入学おめでとうございます。私たち在校生一同、皆さんのこ

とを心より歓迎いたします。 

 中学校は、小学校と比べて違う点がたくさんあります。今、皆さ

んは新たな環境に対する期待や不安などでいっぱいだと思いま

す。ですが、皆さん、安心してください。ここ関川中学校には、優

しく頼りがいのある先輩たちがたくさんいます。なにか心配なこ

とがありましたら、遠慮せずに相談してください。 

 さて、ここからは皆さんに中学校と小学校とで大きく異なる点をいくつか紹介します。 

一つ目は学習についてです。中学校の授業は、一時間当たり五十分です。教科ごとに先生が違い

ます。内容の難しさは格段に上がり、これまで以上に家庭学習が必要になってくると思います。し

かし、分からないところは、先生や友達に聞くことでわかるようになり、理解がより深まると思い

ます。そして、一年間で、四回定期テストというものがあります。これは、小学校のときのテスト

と違い、範囲は広く、内容もとても難しいです。ですが、自分にあった勉強方法を見つけ、学習を

積み重ねていけば、自分の目標に届きます。もし、点数が低くても、あきらめず、粘り強く自分の

目標に届くように学習に取り組みましょう。 

 二つ目は部活動です。中学校では、様々な部活動があります。皆さんはどの部活動に入るか、も

う考えていますか？ 私は今、バスケットボール部に所属しています。バスケ部はとても練習が

厳しく、つらいときもありますが、仲間と一緒に戦い、勝ち得た勝利はとても気持ちいいです。バ

スケットボール部だけでなく、色々な部活動があるので、多くの人が入部してくれるとうれしい

です。 

 つぎに委員会活動です。中学校では、生徒会書記局、規律委員会、給食委員会、図書委員会、保

健委員会、報道委員会、応援委員会、各学年委員会の１０の委員会で構成されています。これらの

部活動や委員会の詳しい内容は、四月十日に行われる生徒会入会式で紹介します。発表はそれぞ

れの委員会や部活動の個性が表れているので、楽しみにしていてください。 

 最後に学校行事です。中学校には楽しい行事がたくさんあります。小学校になかった球技大会

や合唱発表会などがあります。私は特に体育祭が好きです。中学校の体育祭では、生徒が意見を出

し合いながら作り上げていくため、とてもやりがいを感じます。皆さんも様々な行事をとことん

楽しんで盛り上げてほしいです。 

 新入生のみなさん。ようこそ関川中学校へ。今年は新入生三十三名を加え、全校生徒百一名とな

りました。ともに考え、ともに感じ、一緒に中学校生活を楽しんでいきましょう。 

 皆さんとともに送る中学校生活を楽しみにしています。 



 

誓いの言葉   新入生代表  駒沢 星來 
 

温かな春の日差しに包まれ、桜が芽吹き始めた４月。私たちは関川

中学校の門をくぐりました。 

本日は、私たち新入生のためにこのような素晴らしい入学式を行

っていただき、ありがとうございます。 

私がこれから始まる中学校生活で、特に力を入れていきたいとこ

ろは、学習と中学生として相応しい態度で生活することです。学習に

ついては、小学校以上に内容が難しくなるので、今まで以上によく学

習して行きたいです。 

そして、これからは、中学生として、人との関わり方など、当たり

前のことを当たり前にできるようにしたいです。 

これから始まる楽しい中学校生活を、仲間を大切に過ごしていきます。先生方、先輩方、そして

保護者の皆様、私たち新入生をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新年度、決意を新たに 
４月７日（月）の始業式で、２、３年生の代表生徒が１学期の決意を発表し、生徒会書記局の

代表者が、「最高の１年にしよう」と語りました。どの生徒も、堂々と自分の考えをしっかりと
発表していました。 

 
２年生で頑張りたいこと 

２年１組  佐藤 天翔 
  
僕が２年生になって頑張りたいことは、２つあります。 

 １つ目は、部活動です。去年の大会は銅賞だったので、今年は銀賞以上
をとれるように頑張りたいです。そして、１年生が入ってくるので、先輩
として教えたりできるように頑張りたいです。去年のアンサンブルコン
テストでは、大会メンバーになれなかったので、今年はメンバーになれる
ように頑張ります。 
  ２つ目は、早く寝ることです。土日に夜中まで起きていることが多か

ったので、９時に寝るよう頑張ります。そして、冬はあまり運動をしていなかったので、足を動か
したり体力をつけたりできるよう頑張りたいです。また、身長を伸ばしたいので、牛乳などカルシ
ウムが多く含まれているものをなるべくたくさん摂取できるよう頑張りたいです。 
 

 
１学期頑張ること 

３年１組  近 梨里菜 
 

 私が１学期頑張ることは２つあります。 
１つ目は、勉強です。特に定期テストで目標点数をとることです。そのた

めに、毎日自主学習をして苦手なことを克服できるようにしたいです。私
は国語が苦手なので、ひと月に一冊本を読んで、理解できない用語を調べ
たり、文章の内容をくわしく理解したりできるようにしたいです。 
２つ目は、部活動です。今年で最後の試合がたくさんあるので、全部全力

で臨みたいです。また、練習で試合を想定しながらボールを打ちたいです。ケガをしたくないの
で、家でのストレッチや練習前の準備運動を面倒くさがらずにきちんとします。県大会でベスト
８になるために、１回の練習ごとに目標を立てて、しっかり意識して練習をしたいと思います。悔
いの残らないようにしたいです。 
もう一つ付け加えると、もう少しで修学旅行なので、クラスの皆でいい思い出になるよう、楽し

みたいです。 
 
 

最高の１年に 
２年１組  大島 理聖 

 
 短い夏休みが終わり、新学期が始まりました。皆さん、春休みはどのよ
うに過ごしてきたでしょうか。規則正しい生活を送れた人も、生活リズム
が乱れてしまった人もいると思います。私は部活動がある日は有意義な１
日を送れましたが、部活動がない日は少しだらけてしまった日もありまし
た。早く学校生活のリズムに戻していきたいと思います。 
 さて、明日は入学式で皆さんに新たな仲間が加わります。２年生も３年
生も先輩としての自覚をもって行動していきましょう。また、３年生は部
活動の１つの区切りが近づいています。悔いの残らないよう一日一日を大

切にしていきましょう。２年生は先輩と関われる時間を大切にしていきましょう。 
 関川中学校全員で最高の１年間にしていきましょう。 

 

 



 4月のスナップ 

 

 

 

４月１0日（木） 生徒会入会式  

２・３年生は１年生に生徒会をよく理解してもらおうと、 

専門委員会や部活動の紹介を丁寧に説明していました。 

特に、部活動紹介ではこの日のために春休み中から準備し、 

実演を交えて各部が工夫を凝らした紹介を行いました。 

１年生は仮入部を経て、18日に正式入部となりました。 

委員会活動や部活動を通して、いろいろな経験を積んでほ 

しいと願っています。 

 

４月23日（水）～25日（金） ３年生修学旅行  

 ２泊３日で関東方面に行ってきました。「一期一会～今を楽しもう～」のスローガンの通り、

様々な「人・もの・こと」との出会いのなかで、たくさんの楽しい思い出を作ることができた

ようです。今回の学びを今後の生活に生かしていってほしいと思います。 

４月19日（土） オープンスクール・PTA総会  

 当日は、73家庭のお家の方々からご来校していただきま 

した。また、PTA総会では今年度の事業計画について慎重に 

審議していただき、ありがとうございました。これから、各 

学年部で親子レク等が企画されていますので、ぜひ多くの皆 

様からのご参加をお待ちしております。 

ご挨拶  PTA会長 福山 友樹  
昨年度に引き続き、令和7年度PTA会長を務めさせていただきます福山友樹と申します。 
昨年度はPTA研究大会を関川地区が担当したこともあり、小学校の保護者の皆様や先生方と
も良い連携が取れた年でした。部活動の地域移行や、今後の少子化に伴い、小・中学校の連携

はもちろん、保育園や地域の皆様との協力が、より一層大事になっていきます。 
家族形態の変化や、働き方の多様化など、PTAの在り方も問われている中、負担感が少な
くなるよう活動していきたいと考えております。 
子供たちの声にも耳を傾け、皆様と意見を交換し合いながら、無理のない活動を、推進して
まいりますので、引き続き、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
 



 

＜転入職員の紹介＞ 

職 名 氏 名 前任校等 

教 諭 木島 靖人 新発田市立東中学校から 

教 諭 後藤 明日子 新採用 

教 諭 青木 大和 新採用 

講 師 長澤 秀星 新採用 

教育補助員 伊藤 信行 新採用 

教育補助員 渡邉 寛大 新採用 

 

＜ ５月の主な予定 ＞ 
日（曜日）  予     定 

1日（木） 教育相談アンケート、尿検査２次 

2日（金） 生徒会議案書審議（６限）、教育相談（～16日）、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 

九の郷ウォキングガイダンス（４限） 

7日 （水） テスト範囲表配付、専門委員会 

夏時程開始【下校 18時 00分・下校バス発 18時 10分】 

8日 （木） 全校朝会、歯科検診、預り金振替日 

9日（金） NRTテスト 

10日（土） 九の郷ウォーキング 

11日（日） 九の郷ウォーキング予備日     

12日（月） 振替休日 ※11、12日に九の郷ウォーキングが中止の時は、授業日になります。 

13日（火） １年田植え 

15日（木） 生徒朝会、１年内科検診 

16日（金） 生徒総会 

19日（月） テスト前部活動停止・セーブメディア強調週間（～29日）   

22日（木） ２年内科検診 

23日（金） 第１回英語検定、放課後学習会 

26日（月） 放課後学習会 

27日（火） 第 1回定期テスト（～28日） 

28日（水） 避難訓練・防災学習  ※下越大会に向けて部活動可 

29日（木） ※下越大会に向けて部活動可 

 

 



 

＜保護者の皆様へのお知らせとお願い＞ 
 

１ 部活動について 

学校部活動の地域展開への移行により、以下の事項について随時変更やその検討します。

(1) 令和８年度から、週休日等の休日の部活動はすべて地域クラブ活動の活動となります。 

(2) 平日の部活動終了時刻を現行より早める検討始め、令和８年度より実施します。 

(3) 関川村教育委員会と協議の上、部活動の地域展開の進捗により、これまでの部員数の 

規定によらず学校部活動の廃止を行います。（平日の地域クラブ活動が可能な競技を学校

部活動から移行する。） 

(4)  地域クラブ活動の移行に伴い、令和７年度から学校預かり金（諸経費）の生徒会費（部

活動の部費等に充てられている）を 2400円から 1000円に減額します。 

 

２ 教職員の働き方改革について 

今年度新潟県では、小中学校の教員欠員により 50校を越える教員未配置校（必要な教員数

が確保できていない学校）があるそうです。背景には、教員の長時間労働や業務負担の増加が

挙げられています。教員の超過勤務時間について、文部科学省は「月 45 時間、年 360 時間」

を上限とするガイドラインを設けています。当校においても様々な対策を講じていますが、

令和６年度の超過勤務は、平均超勤時間が年間 500 時間を超えている状況です。そこで、以

下のように対応します。ご理解とご協力をお願いします。 

 

〇 緊急時や必要と認められる場合を除き、原則として完全下校時刻以降の電話対応や学校

等での相談対応は行わないこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


